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トップメッセージ
【業績の概要】
　当事業年度におけるわが国経済は、
個人消費や雇用環境の改善を背景に、
緩やかな回復基調で推移いたしました。
しかしながら、各地で発生した自然災
害や、米中貿易摩擦問題、新型コロナ
ウイルスの感染拡大等が国内外の経済
に与える影響が懸念されており、先行
きは不透明な状態が続いております。
　国内食品業界におきましては、消費
者の多様な価値観の高まりや根強い節
約志向への対応が求められ、かつ天候
要因による需要の変動への対応、原材
料価格の高騰や人手不足などが深刻化
する厳しい経営環境となっております。
　このような状況のもとで、当社は中
期 経 営 計 画「Challenge For Next 
Century 2nd stage」の第2年度である
当事業年度においては、数値目標とし
て売上高3,850百万円、営業利益60
百万円を目指し、掲げた具体的施策に
積極的に取り組み、かつ厳しい経営環
境の変化に絶えず変革し「さらなる企
業価値の向上」を基本方針とした、将
来の持続的成長の実現に向けた取り組
みに注力いたしました。

　売上高は、主力のアイスクリーム部
門において新規取引先の開拓や既存取
引先への拡販等を行ってまいりました
が、最繁忙期である夏季期間での梅雨
明けの遅れや天候不順及びOEM製品
の受注減少により低調に推移した結
果、売上高は、3,733百万円となりま
した。
　損益面につきましては、売上高の減
少に伴う利益の減少、施設及び設備の
修繕費の増加、天候不順による製品在
庫の増加に伴う支払保管料の大幅増加
などにより、営業損失は72百万円、
経常損失は59百万円、当期純損失は
67百万円となり、中期経営計画の第2
年度目は、売上高、営業利益ともに未
達となりました。

【今後の取り組みと見通し】
　中期経営計画の第3年度目の第110期
事業年度においては、当社の目指す姿、
及び重点施策を継続実行し、さらなる
企業価値の向上に積極的に取り組み、
計画達成する所存であります。見通しに
つきましては、新型コロナウイルスの感
染拡大の影響が不透明ではありますが、 

引き続き成長が見込まれるアイスクリー
ム市場への営業を強化することにより、
OEMやプライベートブランド製品の受
注を伸ばすとともに、自社ブランドの新
製品の投入等により、売上高3,800百万
円、営業利益40百万円、経常利益50
百万円、当期純利益45百万円を見込ん
でおります。
　株主の皆様方におかれましては、今
後とも格別のご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

代表取締役社長　飯塚　周一
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製品紹介

株主還元 自然環境への取り組み

会社概要（2020年2月29日現在）
社名 株式会社セイヒョー
設立 1916年（大正5年）3月24日
資本金 2億1,604万円
本社所在地 〒950-3102

新潟市北区島見町2434番地10
従業員数 81名

役員（2020年5月22日現在）
代表取締役社長 飯塚　周一
常務取締役 菅原　健司
取締役 田辺　俊秋
取締役 村山　栄一
取締役 前田　　博
常勤監査役 宮島　亜佐夫
監査役 伊藤　伸介
監査役 若槻　良宏

（注） 1． 取締役村山栄一氏、前田博氏は、社外取締役であります。
 2． 監査役宮島亜佐夫氏、伊藤伸介氏、若槻良宏氏は、社外監査役であります。

株主メモ
事業年度 3月1日から翌年2月末日まで
基準日 定時株主総会の議決権　2月末日

　　　　　　期末配当　2月末日
株主名簿管理人兼
特別口座管理機関

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

お問合せ先 フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く　9:00～17：00）

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第二部
公告方法 電子公告

当社のホームページに掲載いたします。た
だし、事故その他やむを得ない事由によっ
て、電子公告による公告をすることができな
い場合は、日本経済新聞に掲載いたします。
https://www.seihyo.co.jp/

株式の状況（2020年2月29日現在）
発行可能株式総数 1,500,000株
発行済株式の総数 409,013株

（自己株式23,068株を除く）
1単元の株式の数 100株
株主数 1,333名

新潟で昭和20年代から愛され続けるロングセラー 
近年は新潟のご当地アイスとしてメディアからも注目されています

新潟銘菓「笹だんご」セイヒョー独自の技術により、 
自然解凍で作りたての味わいを楽しめます

セイヒョーの新定番 
毎年異なる味をお楽しみいただけます

クリーミーないちごアイスと 
とろりとしたいちごソースが絶妙な味わいです

（注） 毎年8月31日現在、100株以上ご所有の株主の皆様に、当社製品を進呈させていただきます。
実際のご優待品は画像と異なる場合があります。

豊栄工場第３冷蔵倉庫は環
境保護の一環として、冷媒
をフロンガスからアンモニ
ア・CO２を使用する最新省
エネ型自然冷媒冷凍ユニッ
トに入替を行い、環境省補
助事業「脱フロン・低炭素社
会の早期実現のための省エ
ネ型自然冷媒機器導入加速
化事業」に採択されています。
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